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平
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衆
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議

長
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貫

民

輔

殿

衆
議
院
議
員
金
田
誠
一
君
提
出
米
復
興
人
道
援
助
局
の
国
際
法
上
の
地
位
に
関
す
る
質
問
に
対
し
、
別
紙
答
弁
書
を
送
付
す

る
。
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衆
議
院
議
員
金
田
誠
一
君
提
出
米
復
興
人
道
援
助
局
の
国
際
法
上
の
地
位
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
に
つ
い
て

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
（
以
下
「
米
国
」
と
い
う
。
）
の
ブ
ッ
シ
ュ
大
統
領
は
、
本
年
四
月
十
五
日
（
米
国
東
部
時
間
）
、
イ

ラ
ク
共
和
国
（
以
下
「
イ
ラ
ク
」
と
い
う
。
）
の
状
況
に
関
し
て
演
説
を
行
い
、
イ
ラ
ク
に
お
い
て
は
、
サ
ダ
ム
・
フ
セ
イ

ン
政
権
は
存
在
し
な
い
、
独
裁
者
の
集
中
さ
れ
た
権
力
は
終
了
し
た
旨
述
べ
た
と
承
知
し
て
い
る
。

「
こ
の
紛
争
は
国
際
法
上
終
了
し
て
い
る
の
か
。
」
と
の
お
尋
ね
に
お
け
る
「
こ
の
紛
争
」
が
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な

も
の
を
想
定
し
て
い
る
の
か
明
ら
か
で
は
な
く
、
政
府
と
し
て
事
実
関
係
の
詳
細
を
把
握
し
得
る
立
場
に
な
い
こ
と
か
ら
、

確
定
的
に
お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
が
、
仮
に
、
お
尋
ね
の
「
こ
の
紛
争
」
が
、
サ
ダ
ム
・
フ
セ
イ
ン
政
権
が
イ
ラ

ク
を
実
効
的
に
支
配
し
て
い
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
、
同
政
権
に
代
表
さ
れ
る
イ
ラ
ク
と
米
国
等
の
間
で
、
意
見
を
異
に
し
、

互
い
に
自
己
の
意
見
を
主
張
し
て
譲
ら
ず
、
対
立
し
て
い
る
状
況
を
意
味
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
サ
ダ
ム
・
フ
セ
イ
ン
政
権
は
、

既
に
事
実
上
崩
壊
し
た
こ
と
か
ら
、
事
実
の
問
題
と
し
て
、
右
の
よ
う
な
意
味
に
お
け
る
「
こ
の
紛
争
」
は
、
基
本
的
に
終

了
し
た
も
の
と
考
え
る
。

二
及
び
三
に
つ
い
て

一



国
際
連
合
安
全
保
障
理
事
会
の
決
議
第
千
四
百
七
十
二
号
の
前
文
に
お
い
て
、
「
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
第
四
条
約
（
戦
時
に
お
け

る
文
民
の
保
護
に
関
す
る
千
九
百
四
十
九
年
八
月
十
二
日
の
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
条
約
）
の
第
五
十
五
条
の
規
定
の
下
で
、
占
領
国

は
、
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
す
べ
て
の
手
段
を
も
っ
て
、
住
民
の
食
糧
及
び
医
療
品
の
供
給
を
確
保
す
る
義
務
を
負
う
こ

と
、
特
に
、
占
領
国
は
、
占
領
地
域
の
資
源
が
不
充
分
で
あ
る
場
合
に
は
、
必
要
な
食
糧
、
医
療
品
そ
の
他
の
物
品
を
輸
入

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
留
意
し
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
、
米
国
復
興
人
道
支
援
局
は
、
イ
ラ
ク
の
サ
ダ
ム
・

フ
セ
イ
ン
政
権
が
事
実
上
崩
壊
し
た
状
況
下
で
、
国
際
法
に
従
っ
て
米
国
等
が
行
う
民
生
を
回
復
し
維
持
す
る
活
動
等
を
円

滑
に
実
施
す
る
た
め
の
機
関
で
あ
り
、
イ
ラ
ク
の
新
た
な
政
権
が
発
足
す
る
ま
で
の
間
、
イ
ラ
ク
国
内
に
お
け
る
米
国
の
民

生
部
門
の
活
動
を
総
括
す
る
こ
と
等
を
予
定
し
て
い
る
と
承
知
し
て
い
る
。

二


